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果
樹
農
業
経
営
の

体
質
強
化
を
図
ろ
う

低

迷

な

ど

、
非

常

に
厳

し

い
状

況

第 4回北五地区農業委員大会
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五

地
域
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業
集
団
等

構
造
政
策
の
推
進

果
樹
農
業
振
興
対
策
の

充
実
、
強
化
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広報ι多ろ に)

0   6o
蒙

御

■

霜
五叫

騨

鰈

）

オす

役

場

勧
進
一死

市

浦

渋 谷 鶴 蔵

丸 山 四二郎

台丸谷 ス ナ

福 島 市 松

福 島 雷太郎

和 島  ミ ワ

中 山  ト シ

●この番付は、「敬老の日」にちなんで、昭和59年 9月 15日 現在で作成しました。



八

十

歳
以
上

横綱梶浦そわさん 大関高田さたさん

Ｌ
Ｐ
Ｌ
日

Ｊ
「
州
■
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大関葛西礎吉さん 横組山田弥一さん

地区別75歳以上の人口
は
九
十
四
人

横
綱
は
山
田
さ
ん
と
梶
浦
さ
ん

人

で

、

総

人

口

に
占

め

る

割

合

は

知
恵
と
経
験
を

若
い
世
代
に
伝
え
よ
う

い
ま

す

。

「
能

あ

る

タ

カ

は

爪

を

理

府

老

人

対

策

室

が

発

表

し

た

「

老

後

生

活

の
心

理

面

に
関

す

る

調

る
―

―

こ

の
気

持

ち

を

家

庭

や

地

こ

の

日

を

機

会

に

お

年

寄

り

の
社
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相
内
ク
ラ
ブ
準
決
勝
で
惜
敗

小
泊
イ
カ
ー
ズ
初
優
勝

市

浦

村

教

育

委

員

会

（
柏

谷

秀

一
教

育

長

）

　

西

北

管

内

小

学

校

七

チ

ー

ム
が

出

場

し

て

開

主

催

の

第

九

回

ト

リ

ム

野

球

大

会

が

、

九

用

　

　

　

ガ

ね

ま

し

た

。

こ

の

大

会

は

、

竜

少

年

の

健

十

六

日

午

前

八

時

三

十

分

か

ら

山

村

広

場

野

　

　

　

全

育

成

と

健

康

保

持

増

進

、

体

育

奨

励

を

含

球

場

、

相

内

小

グ

ラ

ウ

ン

ド

に

お

い

て

、
　

　

　

　

め

て

実

施

し

て

い

ま

す

。

初優勝 した小泊イカーズ (右側 )と 準優勝の富竜クラブ ズ

広報ιチろ(6)

トリム野球大会

村内小学校水泳大会

水しぶきをあげて力漱
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小
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②

成

田
慶

一

（

脇

元

小

）
③

櫛

引

透

（
脇

元

小

）

＝

五
年

女

子

＝

①

萬

谷

静

子

（
脇

子

＝

①

成

田
和

美

（
相

内

小

）
②

櫛

引

竹

範

一
脇

π
小

一
③

井

村

直

人

一
脇

元

小

）
＝

六

年

女

子

＝

①

横

山

る

つ
子

（
脇

元

小

）
〇
一安

保

さ

や

か

（
相

内

小

一
③

住

山

明

美

◆

２５
澪

平

泳

ぎ

＝

四
年

男

子

＝

①

渡

辺

淳

也

（
相

内

小

）
②

藤

本

浩

美

（
相

内

小

）
③

藤

本

学

（
十

三

小

）
＝

四
年

女

子

＝

①

村

上

の

ぞ

み

（
十

二

小

）
②

成

田
松

美

（

脇

元

小

）
③

秋

田

谷

留

美

子

⌒
相

内

小

）
＝

五

年

男

子

＝

①

安

部

憲

明

（
相

内

小

）
②

豊

島

好

幸

（
十

二

小

一
③

白

川

逸

朗

（
相

内

小

一

＝

五
年

女

子

＝

①

豊

島

忍

（
十

三

小

）
②

成

田

衣

千

子

（
脇

元

小

）

③

亀

田

由

加

子

（
十

二

小

）
＝

六

年

男

子

＝

①

工

藤

秀

人

（
大

田
小

）

②

山

田

新

次

郎

（
脇

元

小

）
③

松

＝

①

笹

山

明

美

（
相

内

小

一
０

松

村

千

保

⌒
相

内

小

）
③

中

村

千

恵

◆

５０

肝

自

由

型

＝

共

通

男

子

１

０

中

山

順

哉

（
脇

元

小

　

４８
秒

１３

）

②

豊

島

好

幸

（
十

二

小

・
４８
秒

２。

）

③

笹

山

博

美

（
脇

元

小

　

４９
秒

６。

）

＝

共

通

女

子

＝

①

安

保

さ

や

か

（

相

内

小

・
４８
秒

５９

）
②

萬

谷

静

子

（
脇

元

小

・
５。

秒

４９

）
③

竹

谷

洋

子

（
脇

元

小

・
５‐
秒

６３

）

◆

男

女

混

合

リ

レ

ｌ
　

①

脇

元

小

秒

４７

）
②

相

内

小

（
三

和

貴

道

、

三

和

党

、

三

和

泉

、

安

保

さ

や

か

。
１
分

３５
秒

４４

）
③

大

田
小

（
木

武

田
寿

美

枝

　

１

分

４９
秒

５２

）

競
技
の
結
果



健

康

保

険

の
改

正

に
伴

い
、

十

月

一
日

か

ら

国

民

健

康

保

険

制

度

が

変

わ

り

ま

す

。

ま

た

、

退

職

者

医

療

制

度

も
新

し

く

ス
タ

ー

ト

し

ま

す

療

養

貴

の
自

己

負

担

額

の
計

算

、

基

準

な

ど

に

つ

い

て

お

(η 広報ιチろ

改正 され る

■民籠鷹保nHE
10月 1日 からスタート

改正点知っていると便利です
改正点は次の とお り

た
場
合
で
、
最
初
の
月
の
自
己
負

合
計
で
六
万
円
を
自
己
負
担
し
た

場
合
で
も
、
高
額
療
養
費
は
支
給

そ
こ
へ
再
入
院
し
た
よ
う
な
場
合

は
、
合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。

い
て
は
四
万
九
千
円
の
高
額
療
養

に
つ
い
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

乙
へ
六
万
円
支
払
っ
た
場
合
に
は
、

自
己
負
担
額

計
算
の
基
準

一
つ

の
病

院

・
診

療

所

に
内

科

　

　

し

ま

せ

ん
。

な

ど

の
科

と
歯

科

が
あ

る

場

合

、

総

合

病

院

の
各

診

療

科

は

、

別

す

。

た

だ

し

、

総

合

病

院

の
入

院

患

者

が

他

の
科

の
診

療

を

受

け

た

と

き

は

合

算

し

ま

す

。
（
そ

の
と

き

で
も

歯

科

は
別

）

一
一
つ

の
病

院

・
診

療

所

で
も

、

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い

差
額
ベ
ッ
ド
や
付
添
い
看
護
料
、

ま
た
、
歯
科
の
差
額
徴
収
な
ど
は
、

病
院
等
か
ら
提
出
さ
れ
る

「診

療
報
酬
請
求
明
細
書
」
に
基
づ
い

「診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
は
診

療
を
受
け
た
月
の
翌
々
月
の
中
ご

高
額
療
養
費
支
給
該
当
者
に
は
、

支
払
い
は
、
医
療
を
受
け
て
か

病院などの窓口で支払 う一部負担の額

改 正 後

①サラリーマン

(給 与取得者)

初診に800円

1日 に付き500円

診療のたびにかか

った額の 1割

②①の家族
かかった額の3割

かかった額の2割
変わらず

③自営業など国民

健康保険にカロ入 かかった額の3割 変わらず

④退職サラリーマン かかった額の3割 かかった額の2割

⑤①の家族 かかった額の3割

外来=かかつた額

の3割 入院=か

かった額の2割

患者が 1か月に支払 う最高限度額

改 正 後

51,∞ 0円 変わらず

低所得者

陽要:倒 自営業,・ ・・39,∞ 0円

30,000円
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>67く

沸
・脅
球
ん

古来か ら神秘の山、神霊の宿 る山として

位

置
確

認

の
山

神
秘
の
山

安
東
氏
に
関
係
あ
る
山

津
軽
の
こ
と
わ
ざ
　
“
）

は
促
成
抑
成
栽
培
が
盛
ん
で
季
節



情
萄言ご

さ
L世 論

役場の電話は62-2111

(9広 報ιりろ

三
上
長
五
郎
さ
ん
（
相
内

）

長
女

奈

津

子

ち
ゃ
ん（

五
歳
）

きの こ採 りの

遭難事故 をな <しよう

青森財務部が

機構改革されます

f)避
自
冨写塁:雲皇中

わたしたちは

やさしさを集

子供会会旗 デザ イン

く応募規定〉

ま

で

は

「
秋

の
行

政

相

談

週

皆

様

が

日

ご

ろ

役

所

の
仕

事

に
対

し

て
持

っ
て

い
る
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
聞

の
立
場
で
そ
の

一
つ
一
つ
に

つ
い
て
問
題
の
解
決
を
図
り
、

行
政
の
改
善
に
役
立
て
て
い

く
―
。
そ
れ
が
「行
政
相
談
」

相
談
は
無
料
で
、
相
談
さ

て
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た

庁

曰

行

政

相

談

委

員

自

川

行

雄

ル獅け
雌
′‐ヽ「
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″歴
史
の
村
〃
に

誇
り
を
持
と
う

市
浦
村
文
化
財
保
護
指
導
員

‥少

山
〓
肉

　

折
口
　

払
相

¨̈乖̈


